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１．はじめに 北村は、水前寺公園設計の依頼により熊本を訪れたと考えら

れる。これは江津湖公園とは別物と扱われていたが、江津湖公

園計画には水前寺も含まれており、この２つの計画が実際は１

つの計画であったと推測できる。 

江津湖周辺地域は、熊本市の中でも格別市民に親しまれてき

た行楽地である。また江津湖公園の初期の計画には、内務技官

北村徳太郎が関与していた。北村は、地域の特徴を存分に表す

ものを郷土特色と呼び、できる限りそれを保護するよう努めた。 北村は、江津湖周辺の熊本市東南部には数多くの慰楽施設が

あることから、この地一帯を「熊本市の慰楽の中心」と評した。 本研究では、歴史の上に成り立つ地域の風土特性を「郷土特

色」と定義し、公園計画を通じて都市計画に反映された郷土特

色の活用の実態および意義を明らかにすることを目的とする。 

（2）北村理論に基づく郷土特色の活用に関する分析 

 記事の文面や計画平面図（図１）および断面図を読み解き、

北村徳太郎の計画および設計思想に基づき江津湖公園計画に反

映された郷土特色について、以下の３項目別に分析した。 

２．熊本における風土特性の抽出 

都市計画および公園計画を立案する際に考慮されるべき、基

本的な熊本市の風土特性を抽出した。豊富な雨量を有する熊本

では、それを利用して早くから稲作農業が営まれてきた。 

1）風景術と園地境界について 

北村は、自然に人の手を加えることにより、さらによい風景

を生む術を「風景術」と呼んだ。江津湖公園計画は公園のみの

計画に留まらず、街路計画と総合的に計画されたものであった。 

しかし、水が豊富にあるがゆえに災害に悩まされてきた地域

でもあり、近世以来河川改修が幅広く行われてきた。加藤清正

は、熊本城築城と城下町整備のために大規模に河川改修を行い、

現在の街づくりの基盤をつくったと言われている。 

2）郷土特色保護の解釈について 

 北村は、江津湖について「湖は上下なりとも埋立てるときは、

既に湖の感を失ひ、河川と見らるゝ恐れあり、埋立てを行は

ず」と述べており、自然公物については、場合によって公園よ

り厳格な慰楽効果があるという考えを持っていた。 

熊本市の東南部に位置する江津湖もこの事業の一環として形

成され、周辺に立地する健軍神社や成趣園とともに市民の憩い

の場として親しまれてきた。 

３．風致地区指定に至る熊本都市計画の歴史 3）行楽観について 

風致地区指定に至る熊本都市計画のプロセスを調査し、都市

計画における風致地区の位置づけおよび公園計画との関連性を

明らかにした。熊本市では、都市計画法適用以来、都市計画区

域決定に始まり、都市計画街路の決定、都市計画地域の指定、

都市計画風致地区の指定と、一連の都市計画が行われてきた。 

計画された施設については、自然を利用した行楽が多く想定

されていた。特に舟遊び、水泳場については、古くから夏にお

ける納涼の好適地として市民に親しまれており、計画に市民の

江津湖における楽しみ方が反映されたと考えられる。 

５．まとめ  

本稿では、以下の３点を明らかにした。  熊本の風致は、地方都市では最初に風致地区に指定されるな

ど、全国的にも重要視されていた。初期の熊本都市計画風致地

区に指定された江津湖周辺地区は、都市計画決定や都市計画街

路決定において「遊園地」や「遊覧地」として有望視されてい

た。当時の風致地区は公園用地確保の概念も持ち合わせており、

当初から江津湖を公園化する意向があったことが窺える。 

1）「森の都」熊本市にとって緑地保存は郷土特色保護を意

味し、郷土特色保護は市民の慰楽に直結していた。 

2）北村徳太郎の江津湖公園計画は都市計画を見据えたもの

であり、ここでいう都市計画とは、人々の暮らしを精神

的に豊かにすることを目指すものであった。 

 3）熊本の風致は全国レベルで見ても重要視されていた。 ４．江津湖公園計画における郷土特色の活用に関する分析 

本章では、江津湖風致地区指定後の当初の公園化の動きを明

らかにした。また、都市公論の記事やその他の文献、資料など

から、北村徳太郎の計画思想を参考に江津湖公園計画における

郷土特色活用の実態および意義を考察した。 

（1）計画策定にかかる動向の整理 

風致地区指定後の江津湖公園の計画策定にかかる背景を整理

し、公園計画に関係する慰楽地を取り上げ、北村の慰楽地評価

に対する分析を加えた。 

江津湖は都市計画区域決定の時点では、観光地としての役割

が期待されており、営造物公園化が目的であったと考えられる。 図１ 江津湖公園計画図


